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非該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６SSカリ･理学, ２５SSカリ･理学, ２４SSカリ･理学

【DP5】専門知識に基づいた見識を持ち，その妥当性を理論的に 自ら研究計画を立案，実行し，得られた結果について俯瞰的な
説明し，議論する能力 議論ができるようになる．

⇔

(2)授業の概要 学生は，フィールドワークや実践を重視した研究計画を立て，独創性に富んだ成果を目指す．また，各
種の学会での情報収集や研究発表を通じて，知識・研究意欲と能力を高め，国内的にも国際的にも高く
評価される水準の研究を目標とする．

(3)授業のキーワ
ード

フィールド調査・研究，情報収集能力，分析能力，情報発信能力

(4)授業計画 フィールドワークや実践を重視した研究計画を自ら立案し，独創性に富んだ成果を目指す．
修士1年（12月頃）と2年（7月頃）に，口頭による中間発表を行う．
修士論文を最終学年の1月末に提出し，2月上旬に公開で修論発表会を開催する．

(5)成績評価の方
法

指導教員のもとで計画した到達目標に達しているか否か，および研究成果の水準を審査の基準とし，最
終試験では，論理的思考能力，表現力，問題解決能力，および修士課程における学生の成長度を評価の
基準とする．

(6)成績評価の基
準

下記の結果に基づき評価する．
１．目的を明確に定め，研究計画を立てたか
２．関連する先行研究（論文）を正しく理解し，引用できているか
２．日々の研究活動で得られた成果について指導教員等と議論できたか
３．得られた成果を学会やセミナー等で分かりやすく発表できたか
４．修士論文としてまとめることができたか

目標達成度が90%以上を秀，80-89%を優，70-79%を良，60-69%を可，60%未満を不可とする．

(7)事前事後学習
の内容

修士論文を執筆する上で必要な学習を主体的に実施すること．

(8)履修上の注意 受講生が主体的に研究計画を立案すること．修士論文提出までの道のりを常に逆算して計画的に行動す
ること．

(9)質問,相談への
対応

対面，オンライン，メールなどで適宜受け付ける．

【教科書】 なし

【参考書】 なし


